
項目
№

評価項目 評価内容
評価
点数

運営にあたり経営の安定性を評価する。

【直近の過去３年間の決算の経常利益の状況を記載すること。】

一括購買を行う十分な能力があるか、受託実績により評価する。

【過去の５００床以上の契約実績を一覧として記載すること。】

３病院に配置予定の業務責任者の経験年数等を評価する。

【業務責任者の経験年数、従事実績を記載すること】

業務開始日までの準備業務（導入スケジュール、各病院の人員配置、物品供給切り
替え方法）について評価する。

【業務開始日までの準備内容を記載すること。】

物品の消費状況の把握及び分析方法について評価する。

【消費状況の把握や分析方法を記載すること。】

各部署の定数管理対象物品の配置数量算出方法及び定期的な見直し実施と棚卸
業務の方法論について評価する。

【配置数量算出方法及び見直し、棚卸業務について記載すること。】

有効期限管理及び不動品（非稼働品）発生防止の対応について評価する。

【期限管理及び不動品発生防止の対応を記載すること。】

保険請求可能な診療材料に対する医事請求漏れ防止策、差異原因追求支援につい
て評価する。

【医事請求漏れ防止策、差異原因追求支援について記載すること。】

材料費削減方法についてのアイデアを評価する。

【どの様な削減提案をしていくか記載すること。】

診療材料等の安定供給を評価する。

【安定供給体制、調達方法について記載すること。】

手術室の材料収支、稼働状況の分析方法を評価する。

【どの様な材料収支、稼働状況の分析をしていくか記載すること。】

案件に対して県立病院の労務負担軽減に資する独自提案を評価する。

【仕様書記載事項以外で無償の独自提案がある場合は記載すること。】

上記以外で案件に対して独自提案を評価する。

【無償の独自提案がある場合は記載すること。】

評価　合計点数（提案書による評価合計点数） 500点

契約期間中の累計価格削減を評価する。

【契約期間トータルの削減率及び、第一期、第二期、第三期、第四期毎の削減額及
び削減率を記載すること。】

役務（委託料）の額を評価する。

【契約期間トータルの役務（委託料）を記載すること。】

評価　合計点数（見積額による評価点数を積算した総合計点数） 500点

※ 項目No5物品管理業務の評価内容について、提案書に１つでも未記載がある者は交渉権者として選定しない。

※ 評価点数が590点に満たない者は交渉権者として選定しない。

9 価格削減目標 300点

10 役務費用 200点

8 その他の提案事項

40点

40点

80点

7 手術室支援業務 40点

40点

6 一括調達業務

40点

5 物品管理業務

40点

40点

40点

3 業務体制 40点

4 準備業務 40点

2 業務能力 10点

提案書評価基準

1 経営状況 10点


